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第９回山口市スマートシティ推進協議会議事 説明資料

（１）山口市スマートシティ推進ビジョンについて
① 進捗状況について
② 分科会の設置について
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資料１



（１） 山口市スマートシティ推進ビジョンについて
① 進捗状況について
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重点プロジェクト１ 新たな価値創出・新たなサービス提供プロジェクト

■進捗状況（主な取組）

地図ダッシュ
ボードイメージ

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度

日常生活において必要なサービスや移動手段に不便
していないと思う市民の割合

５９．８％ ６０．５％ ６４．６％ ６７．０％

住まいの地域の住みやすさ ８８．６％ ８８．８％ ９０．０％ －

未来技術の活用件数 - １８件 向上 向上

（１）データ連携基盤（都市ＯＳ）の構築に向けた取組の推進

・生活全般にわたる複数分野でのサービスの社会実装を

見据え、国の交付金を活用してデータ連携基盤(都市

OS）の構築に取り組んでいます。

・あわせて、ハザードマップを取り込んだ地図上に、気象

情報、河川水位、避難所情報等についての情報も一元

的に表示できる地図ダッシュボードの整備を進めてい

ます。（R4年度中に整備）

・他分野にわたる取組となることから行政職員向けの研

修を庁内において実施しました。（R４．１１実施）

・今後、連携事業者（現時点５６事業者）に対しても、情報共

有し、意見交換を進めていきます。

・今後、多様な主体の連携によるデータ収集とサービス創出

につなげるため、協議会内に分科会を設置します。

【KPI（重要業績評価指標）】
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重点プロジェクト２ 最適な移動を実現するまちプロジェクト

■進捗状況（主な取組）

バス事業者の交通系ICカード利用システム導入時期

（１）市民生活を支える新たな交通サービスの構築

・バス事業者において、順次、交通系ＩＣカード利用システムを導入しています。

・JR西日本においては2023年春から新たに山陽線の新南陽駅～下関駅の

20駅で利用できるようになるほか、山口線の湯田温泉駅、山口駅の2駅で

対応を予定されています。

導入年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

導入事業者 中国ジェイ
アールバス

宇部市
交通局

防長交通
（コミバス等）

防長交通
（市内全路線）

・実証中のシェアサイクルのステーション及び自転車の増設（現時点：２７ステーション、７０台で運用）

今年度に入って１０ステーションの増設（下表の朱書きステーション）、自転車２０台の増車しました。

山口地域 山口県立大学 寺内公園 香山公園前 史跡大内氏遺跡 山口ふるさと伝承
総合センター

山口県庁前バス停 山口県立図書館 山口市役所 一の坂川交通交流
広場

山口井筒屋 コープやまぐちここ
とどうもん店

山口駅 山口市教育委員会 山口県労働者福祉
文化中央会館

ファミリーマート
山口泉都町店

防長苑 サンフレッシュ山口

ホテルニュータナカ 維新公園レノ丸
ステーション

湯田温泉駅 アルク平川店 山口大学

小郡地域 アルク小郡店 小郡総合支所 KDDI維新ホール 風の並木通り 平成公園

バス車内交通系ICカードリーダー



YAMAGUCHI CITY

5

電動バイクのレンタル
【KPI（重要業績評価指標）】

（２）観光周遊を誘引する多様な移動サービスの提供

・県や近隣市と連携し、ＭａａＳ用ウェブアプリを活用

した新たなモビリティサービスの調査・実証事業に

取り組んでいます。（R２～R４年度）

・今年度は、県、萩市、長門市に加え、宇部市、美祢

市とも連携し、ＭａａＳ用ウェブアプリ「ぶらやま」を

活用した圏域の周遊促進につながる取組を進めて

います。

・本市事業は、電動バイクの導入のほか、「ぶらやま」

におけるデジタルチケットの充実やシェアサイクル

実証事業との連携を行い、公共交通の利用促進を

図るものです。

・今後、多様な主体の連携によるデータ収集とサー

ビス創出につなげるため、協議会内に分科会を設

置します。

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和6（2024）年度
最終目標値

令和９（2027）年度
市内での車の移動が円滑であると思う市民の割合 ７６．１％ ７６．７％ ７６．８％ ７８．０％
公共交通機関の利便性に満足している市民の割合 ５４．１％ ５３．２％ ５５．６％ ５７．５％
日常生活において必要なサービスや移動
手段に不便していないと思う市民の割合【再掲】

５９．８％ ６０．５％ ６４．６％ ６７．０％

山口市内のるとく切符lightWeb
山口市観光周遊1日乗車券
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重点プロジェクト３ 逃げ遅れ“ゼロ”プロジェクト

■進捗状況（主な取組）

（１）データ連携による避難マイプランの作成及び活用

・避難行動要支援者名簿や個別避難計画（避難マイプラ

ン）の作成・管理、災害時の安否確認情報処理等の機能

に加え、高齢者保健福祉総合調査の管理機能を有した

管理システムを導入します。 （R4年度中に導入）

【KPI（重要業績評価指標）】

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和6（2024）年度
最終目標値

令和９（2027）年度
災害への備えをしている市民の割合 ４２．３％ ４０．９％ ３７．０％ ４０．０％
災害の面で安全に暮らせていると感じている市民の割合 ６２．１％ 63.9％ ５７．０％ ６０．０％
治安がよく、安心して住めると思う市民の割合 ９５．７％ ９５．５％ 維持 維持

（2）ＡＩ等のデジタル技術を活用した避難情報等の提供

・ハザードマップを取り込んだ地図上に、気象情報、河川

水位、避難所情報等についての情報も一元的に表示で

きる地図ダッシュボードの整備を進めています。（再掲）

地図ダッシュボードイメージ

管理システム台帳画面イメージ
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重点プロジェクト４ 親が元気に活躍するまちプロジェクト

■進捗状況（主な取組）

やまここｂｙ母子モ チラシ抜粋

（１）子育て世帯の負担軽減に向けた取組

・保育士の事務負担の軽減による保育の質の向上を目的として、保育現場

のデジタル化を進めています。

・民間の保育施設における保育業務支援システムの導入や Wi-Fiの整備、

タブレット端末・モニターなどの機器導入を支援しています。

（R4年度実施）

【KPI（重要業績評価指標）】

（２）子育て世帯の利便性向上に向けた子育て支援アプリ「やまここ」の機

能拡充

・母子健康手帳を補完し、無料で利用可能な子育て支援アプリ「やまここ

ｂｙ母子モ」において、子育て情報の配信やオンライン相談を行うととも

に、新たに、講座などをオンラインで予約できる機能を追加し、子育て世

代の負担軽減を図りました。（R４．５利用開始）

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度

子どもを安心して生み育てられる環境が整っていると
思う、子どもを持つ親の割合

５３．１％ 59.3％ ６７．０％ ７０．０％

働きやすく、生活とのバランスがとれたまちだと思う市
民の割合

４８．１％ 48.2％ ５２．０％ ５５．０％

ファミリー世代の転入超過 ３１１人/年 276人 転入超過を維持 転入超過を維持
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重点プロジェクト５ 生涯学び・活躍プロジェクト

■進捗状況（主な取組）
（１）リカレント教育を含めた生涯学習の充実

・民間事業者と連携し、市内企業のＤＸの促進やデジタル人材の育成を図り、若者の雇用の場の創出・市内企業の人材確保

・市内企業のＤＸ促進に向け、セミナー開催やアドバイザー派遣を行うとともに、市内企業とデジタル関連事業者とのマッ

チングや、市内企業のデジタル技術を活用した生産性向上・新サービス開発の取組を支援しました。

【KPI（重要業績評価指標）】

重点プロジェクト６ 豊かな学びをはぐくむプロジェクト

■進捗状況（主な取組）
（１）学校内での学びを充実させるための取組

・児童・生徒用の端末に授業支援ソフトを導入しました。（R4.9利用開始）

・学校と保護者間の連絡手段のデジタル化システムを運用開始しました。（R4.4利用開始）

【KPI（重要業績評価指標）】

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
６５歳以上で仕事や余暇の時間に生きがいを持って過ごし
ている人の割合

５６．７％ ６１．２％ ７４．６％ ７７．３％

生涯学習に取り組んでいる市民の割合 ２６．４％ ２７．３％ ２８．２％ ３０．０％

生涯を通じ、学びの環境が整っていると感じる市民の割合 ６８．３％ 67.0％ ６８．０％ －

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
学校生活を楽しんでいる児童の割合 ８９．７％ ９０．１％ ９１．４％ ９２．０％
学校生活を楽しんでいる生徒の割合 ９０．０％ 90.5% ９１．４％ ９２．０％
地域において子どもが健全に育成されていると感じている市
民の割合

４５．４％ 43.6％ 43.8％ ４５．０％
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重点プロジェクト７ 元気いきいきプロジェクト

■進捗状況（主な取組）

農山村エリアにおけるデジタル技術等を活用した高齢者等
の支援体制構築業務仕様書から抜粋

（１）個人に応じた健康づくりや健康管理等に向けた健康データの連携

【KPI（重要業績評価指標）】

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
医療体制が充実していると思う市民の割合 ７９．９％ 80.2％ ８２．０％ ８５．０％
介護サービスが充実していると思う高齢者の割合 ４３．８％ 47.8％ ５３．８％ ５４．１％
地域福祉活動で共助（相互扶助）ができていると思う市民の割合 ３３．５％ 33.6％ ４２．０％ ４５．０％
日頃から健康や介護予防のために行っていることがある市民の割合 ５７．０％ 58.8％ ６０．０％ ６３．０％

（２）中山間地域を始めとした本市全体における高齢者支援の強化

・各個人にウェアラブル端末を配布して、デバイス等を通じて、日々の

生活における健康データを把握いただいています。（R4.11実証開始）

・通いの場での取組やウォーキングなどの健康プログラムにつなげて

もらえるようにデバイスの操作方法等の支援をしています。（R4.1実証開始）

・家族が遠方に暮らす高齢世帯に対して、タブレット端末

等を使用してオンラインにより家族とのコミュニケー

ションを図ることで、地域において安心して暮らすこと

ができる環境づくりを実施します。（R5.1実証開始予定）

・また、上記の健康プログラムにおいて得られた健康

データや健康活動の状況についても、家族の希望があ

れば情報提供できる仕組みの実証を行い、地域の見守

り体制や包括支援の強化につなげていきます。（R5.1実証開始予定）

▶
実
証
で
使
用
す
る

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
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重点プロジェクト８ おいでませ山口・観光地域づくりプロジェクト

■進捗状況（主な取組）

（１）デジタル観光ツアーアプリ等を活用した新たなサービスの提供

【KPI（重要業績評価指標）】

（２）スマート空港タクシー事業の充実

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
観光客数（※） 3,040,552人 3,357,705人 ６，０００，０００人 ６，０００，０００人

山口市の文化・芸術・歴史に誇りや愛着を持って
いる市民の割合

６２．２％ 60.7％ ６８．５％ ７０．０％

スポーツに触れる（観戦する・行う・体験する）機
会に恵まれていると思う市民の割合

６７．３％ 70.8％ ７６．２％ ７８．０％

・ＫＤＤＩ維新ホール等におけるＭＩＣＥによる交流創出の効果を市内全域に波及

させるため、新山口駅から湯田温泉を始めとした市内各地への誘客を図る取

組を進めています。

・本年度は、市内観光関連事業者と連携し、SNSの機能・効果を生かした情報発

信と旅行者ニーズの把握を図るデジタルプロモーションの実施やビッグデータ

の活用による観光誘客クーポン、周遊促進プラン造成の準備など、リピータ―

やロイヤルカスタマーの創出に向けた取組を進めています。

・山口宇部空港から山口市内中心部までの間を乗り換えなしで移動できるモビ

リティサービスでダイナミックプライシング（価格変動制）を適用した取組を支

援しています。本年度は市内の乗降エリアを拡大し、利便性の向上を図ってい

ます。 ※インターネットで予約が簡単にでき、決済もオンラインで可能。
スマート空港タクシーチラシ 抜粋

※観光客数については1月～12月の数値
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重点プロジェクト９ 地域脱炭素推進プロジェクト

■進捗状況（主な取組）

（１）EVカーシェアリングやシェアサイクルの導入の促進

【KPI（重要業績評価指標）】

・1人１台の車を所有する傾向が高い本市の現状にあって、

特に中心市街地における駐車場コスト、車自体の維持管理

コストが大きな負担となっています。

・車を持たずとも暮らしやすい街となることによって若者世

代のまちなか居住を促進するべく、EVカーシェアやシェア

サイクルの導入を進めていきます。

2030年度までにカーボンニュートラルを実現する、全国のモデルとなる脱炭素先行地域について、本市が選定された。
先行地域の対象エリアは、市の中央部に位置する「中心市街地エリア」を中心に、市役所新本庁舎や（仮称)湯田温泉パーク
等の施設群としています。
現在「第３期山口市中心市街地活性化基本計画」に基づく取組を進めていることから、脱炭素先行地域の取組を、この中
心市街地の活性化に向けた取組と連携・融合することにより、交流人口の創出、まちなか居住の促進など、まちづくりの相
乗効果につなげていきます。

～脱炭素先行地域への選定について～

米屋町天神駐車場で実証中のカーシェア（TOYOTA C＋pod）（R4.10.25～）

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
快適な生活環境が整っていると思う市民の割合 ７４．１％ 77.7％ ７４．８％ ７６．０％
地球温暖化対策を意識して生活している市民の割合 ８１．０％ 69.3% ７２．０％ ８０．０％
再生可能エネルギー等利用設備を設置または設置を予定してい
る市民の割合

１６．８％ １８．１％ ２２．５％ ２５．０％
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重点プロジェクト１０ 地域産業・経済活性化プロジェクト

■進捗状況（主な取組）

（１）お金の地域内循環に向けた山口デジタル地域通貨の導入促進

【KPI（重要業績評価指標）】

・プレミアム共通商品券や住宅リフォーム工事に対する市内共通商品券の発行、

民間事業者が実施する商店街店舗や飲食店等で使用できるデジタルクーポ

ン券の発行を支援し、市内消費喚起を図りました。

◀山口街中プレミアム
クーポンチラシ

（２）デジタル技術を活用した持続可能な農業

・農業生産における省力化、農家の負担軽減に向けて、

デジタル技術を活用したスマート農業の実装を進め

ます。

本年度は、省力化や生産性の向上につながるスマー

ト農機等の導入を支援するとともに、引き続き、山

口大学との連携のもと、スマート農業に関する実証

事業を実施します。

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
市内事業所数 － ８，０４１ 維持 維持
市内事業所の従業者数 － 91,246 維持 維持
本市の耕地面積（ほ場整備面積） ４，２０９．１ｈａ ４，２０９．１ｈａ ４，３１９．６ｈａ ４，４８４．５ｈａ
市内大学生等の県内企業就職内定率 ３４．６％ ３８．４％ 維持 維持

オートコンバイン
（走行や刈取り、籾の排出までが自動）

直進アシスト機能付きトラクター
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重点プロジェクト１１ スマート“ライフ”シティを支える拠点づくりプロジェクト

■進捗状況（主な取組）

【KPI（重要業績評価指標）】

・地域交流センター（分館含む）のデジタル推進拠点づくりと

して、災害時における情報通信手段の確保や住民の利便

性の向上に向けて、公衆無線ＬＡＮの増強整備を実施しま

す。（R5.1から年度内に実施予定）

・高齢者等のデジタル活用支援に向けた講座等を様々な主

体と連携して開催しました。

・行政窓口での手数料支払におけるキャッシュレス決済可能

ブランドの拡大を予定しています。

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
住んでいる地域での良さや課題が地域住民の間で共有
（認識）されていると思う割合

４２．８％ 42.1％ ４７．６％ ５０．０％

公共施設が利用しやすいと思う市民の割合 ６１．７％ 61.7％ ６１．２％ ６３．０％
住まいの地域の住みよさ【再掲】 ８８．６％ 88.8％ ９０．０％ －

（１）地域交流センター等の機能強化

高齢者向けのスマホ講座

現在利用可能なキャッシュレス決済ブランド
※今後、「au PAY」及び「楽天ペイ」を追加予定
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■進捗状況（主な取組）

【KPI（重要業績評価指標）】

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（202１）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
住んでいる地域での良さや課題が地域住民の間で共有
（認識）されていると思う割合

４２．８％ 42.1％ ４７．６％ ５０．０％

公共施設が利用しやすいと思う市民の割合 ６１．７％ 61.7％ ６１．２％ ６３．０％
住まいの地域の住みよさ【再掲】 ８８．６％ 88.8％ ９０．０％ －

重点プロジェクト１２ 行かなくてもいい市役所プロジェクト

（１）行政手続きのオンライン化等の推進

・令和３年度に実証を行った、粗大ごみ戸別収集

の申し込み及び手数料決済のオンライン化の

本格運用を開始しました。（R4.4利用開始）

・山口市ＬＩＮＥ公式アカウントの機能強化を図ります。

（ユーザーインターフェースの改善）
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■進捗状況（主な取組）

【KPI（重要業績評価指標）】

「ジーズアカデミー」でのピッチコンテストの様子

重点プロジェクト１３ スマート“ライフ”シティを支える人材育成プロジェクト

（１）企業のDXを推進するデジタル人材の育成

・デジタル人材が活躍出来る環境づくりを目的として、東京・福岡を

拠点に実施するエンジニア起業家育成スクール「ジーズアカデミーユ

ニット山口」をメグリバに開設し、エンジニア起業家の育成を図りま

す。

・また、ネットワーク形成事業として、デジタル人材の可視化、デジタ

ルを勉強中の人たちやデジタルを生業としている事業者のコミュニ

ティの形成を目的に交流会やイベントを開催しました。

・産業全体のDXの裾野を広げることを目的とし、圏域内の事業者の

デジタル化への変革の契機と捉えてもらうための、デジタル化促進

セミナーやアドバイザー派遣を実施しました。

指標名
実績値

令和２（2020）年度
実績値

令和３（2021）年度
中間目標値

令和６（202４）年度
最終目標値

令和９（２０２７）年度
生涯を通じ、学びの環境が整っていると感じる市民の割合
【再掲】

６８．３％ 67.0％ ６８.０％ －

従業者数【再掲】 － 91,246人 維持 維持

メグリバでのユニット山口受講中の様子
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■進捗状況（主な取組）

横展開イメージ

重点プロジェクト１４ 山口モデルスーパーシティ構築プロジェクト

・スーパーシティを目指していた阿東地域において、横展開が可能となるようなローカルスマートシティの実装を検討します。

そのため、協議会内に分科会を設置します。



（２）スマートシティ推進ビジョンについて
② 分科会の設置について
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■目的

①（仮称）データ連携基盤活用分科会

②（仮称）最適な移動を実現するまち分科会

③（仮称）阿東スマートビレッジ分科会

・現在、構築に向けて取り組んでいるデータ連携基盤について、進捗状況の共有、今後の活用や運用方針に係る

意見をいただくもの

■構成 ・松野会長、杉井副会長を中心にデータ連携基盤構築を請け負う事業者等

■目的

■目的

■構成

■構成

・タクシー協会において検討している共同配車システムの導入に係る検討やこれまで取り組んでいるMaaSの取組

を中心に協議を進めるもの

・鈴木委員、杉井副会長を中心に交通事業者等

・昨年スーパーシティの提案について協議を進めていた阿東地域において、市内の他の地域への横展開が図られる

ような、スマートシティの取組をスモールスタートするもの

・松野会長、高田委員を中心に、現在阿東地域内でデジタル技術を活用した取組を進めている事業者等



（３）山口市デジタル田園都市国家構想総合戦略について
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本市では、これまで、本市の地方創生への取組の方向性を示す「山口市まち・ひと・しごと創生総合
戦略」における基本的な考え方や目標を踏まえ、前期基本計画に基づく取組を進めてきました。
また、「第２期山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和２年３月策定）に掲げる基本目標５

「便利で豊かな創造社会の構築～Society5.0を見据えた対応～」を踏まえ、第二次山口市総合計画の部
門計画として「山口市スマートシティ推進ビジョン」を策定（令和４年３月）しています。
こうしたことから、本市においては、後期基本計画の策定に合わせて、第２期山口市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略を「山口市デジタル田園都市国家構想総合戦略」とします。

※令和３年度の地方創生推進交付金
活用事業等については、山口市
ウェブサイトへ掲載しています。

（https://www.city.yamaguchi.lg.jp
/soshiki/14/128572.html）

山口市デジタル田園都市国家構想総合戦略（山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略）


